		
別記様式第６号の１（要領第３の１の(1)のア又はエに該当する事業対象者が報告する場合）
年　　月　　日
全国木材協同組合連合会会長　殿

住所又は所在地　　　　　
名称　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　

林業施設整備等利子助成事業
事業遂行状況報告書

林業施設整備等利子助成事業利子助成金交付規程第２の６に基づき、下記のとおり報告します。

記

１　　　　　年度　事業遂行状況
対象事業：林業施設整備等利子助成事業・地域材利用促進利子助成事業
（　　　年度助成決定）　 　　
	項　目
	遂 行  状 況

	
	申 請 時（　　　　年度）
	現状（　　　　年度）

	
ア　森林の取得



イ　林業機械、林産物の生産・加工・流通施設等の導入








ウ　事業用資産の分散防止
　①　森林

　②　林業機械等










	
所有森林面積　　　　　　　　　ha
年間森林整備量　   　　　㎥（ha）
うち再造林面積　　　　　　　 ha

□ 年間素材生産量（取扱量）　　　　　　　　　　㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　　　　　㎥
□ 年間製材品生産量　 　　　 　㎥
□ 乾燥材生産量　　　　　　　　㎥
□ チップ生産量　　　　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）
　　　　　　　　㎥/人・日
□ その他（　　　　　　　 　　）



ha

□年間素材生産量（取扱量）　　　　　　　　　　㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　　　　　㎥
□ 年間製材品生産量　　　 　 　㎥
□ 乾燥材生産量　　　　　　　　㎥
□ チップ生産量　　　　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）
　　　　　　　　㎥/人・日
□ その他（　　　　　　 　　　）

	
所有森林面積　　　　　　　　　ha
年間森林整備量　 　　  　㎥（ha）
うち再造林面積　　　　　 　 ha

□ 年間素材生産量（取扱量）　　　　　　　　　　㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　　　　　㎥
□ 年間製材品生産量　 　　　 　㎥
□ 乾燥材生産量　　　　　　　　㎥
□ チップ生産量　　　　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）
　　　　　　　　㎥/人・日
□ その他（　　　　　　　 　　）



ha

□年間素材生産量（取扱量）　　　　　　　　　　㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　　　　　㎥
□ 年間製材品生産量　　　 　 　㎥
□ 乾燥材生産量　　　　　　　　㎥
□ チップ生産量　　　　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）
　　　　　　　　㎥/人・日
□ その他（　　　　　　　　 　　）



（記載留意事項）
・「対象事業」については、該当する事業名に○をし、助成決定年度を記載すること。
　・該当する項目について記載する。
・　「申請時」欄には、別記様式第１号の１の利子助成金交付申請書の２の（３）「（２）の取組による効果」の「申請時」欄の内容を記入すること。
・　「現状」欄には、「申請時」欄に記載した指標について、最新の状況を記入すること。
　・　必要に応じ、説明資料を添付すること。

２　実施状況について（目標に対する達成状況、これまでに比べ落ち込んだ理由など）





　









　　別記様式第１号の１の申請書で申請した事業対象者（申請者）は、この様式で報告して下さい。
　　事業対象者：ア又はエに該当する者（アとエは、実施要領の１頁をご覧下さい。）
対象資金：森林取得資金、農林漁業施設資金、林業構造改善事業推進資金及び相続等に必要な資金
　　　　　　「借換資金」の場合は、提出の必要はありません。

別記様式第６号の１（要領第３の１の(1)のア又はエに該当する事業対象者が報告する場合）記載例

林業施設整備等利子助成事業
事業遂行状況報告書　　　　　

１　　　○○年度　事業遂行状況
対象事業：林業施設整備等利子助成事業・地域材利用促進利子助成事業
（平成３０年度助成決定）
	項　　目
	遂 行 状 況

	
	申 請 時（平成２９年度）
	現状（令和３年度）

	ア　森林の取得





イ　林業機械、林産物の生産・加工・流通施設等の導入






ウ　事業用資産の分散防止
　①　森林

　②　林業機械等






	所有森林面積　　　　 804 ha
（○○県○○市内 400ha、○○県○○町内 404ha）
年間森林整備量　 80　  ㎥（ha）
　 うち再造林面積　　　    　0 ha

☑ 年間素材生産量（取扱量）　　　　　　                  7,000 ㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎥（t）
□ 年間製材品生産量　 　　　 　㎥
□ 乾燥材生産量　　　　　　　　㎥
□ チップ生産量　　　　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）　　㎥/人・日
□ その他（　　　　　　　　 　　）



100 ha

 年間素材生産量（取扱量）　　　　　　　　　　5,500㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎥（t）
□ 年間製材品生産量　 　　　 　㎥
□ 乾燥材生産量　　　　　　　　㎥
□ チップ生産量　　　　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）　　㎥/人・日
□ その他（　　　　　　　 　　）











	所有森林面積　　　 1,004 ha
（○○県○○市内 600ha、○○県○○町内 404ha）
年間森林整備量  90 　㎥（ha）
   うち再造林面積　　　 　20 ha

☑ 年間素材生産量（取扱量）　　　　　　　　　　　　　8,500 ㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　　　　　　   ㎥（t）□ 年間製材品生産量   　　　㎥
□ 乾燥材生産量　　　　　 　㎥
□ チップ生産量　　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）    ㎥/人・日
□ その他（　　　　　　　 　　）



100 ha

 年間素材生産量（取扱量）　　　　　　　　　　5,750㎥
□ 年間素材加工量（処理量）　　　　　　　 　　　　　　　㎥（t）
□ 年間製材品生産量　　　 　㎥
□ 乾燥材生産量 　　　　　　㎥
□ チップ生産量　 　　　　　 t
□ 生産効率（生産性）     ㎥/人・日
□ その他（　　　　　　　 　）



※該当する項目について記載する。
２　実施状況について（目標に対する達成状況、これまでに比べ落ち込んだ理由など）



・目標達成に向け、概ね予定どおりである。
・導入したハーベスタをより活用できるよう作業システムを見直したことにより、素材生産量は対前年度比１割増となり、想定以上の効果が発揮できた。
・導入した機械以外の機械に故障が発生したため、今年度の素材生産量は前年度に比べてやや落ち込んだ。

                                                          　　　












別記様式第６号の２（要領第３の１の(1)のイ又はウに該当する事業対象者が報告する場合）
年　　月　　日

全国木材協同組合連合会会長　殿

住所又は所在地　　　　　
名称　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　
　

林業施設整備等利子助成事業
事業遂行状況報告書

林業施設整備等利子助成事業利子助成金交付規程第２の６に基づき、下記のとおり報告します。

記

１　　　　　年度　林業施設整備等利子助成事業遂行状況
（　　　年度助成決定）
	項　目
	遂 行 状 況

	
	申 請 時（　　　　年度）
	現状（　　　　年度）

	ア　自然災害の被害からの復旧、経営再建
イ　社会的・経済的環境変化により悪化した経営の維持安定
	

	



※　該当する項目について記載する。
（記載留意事項）　　
・「申請時」欄には、別記様式第１号の２の利子助成金交付申請書の２の「被害等の状況」及び「復旧等への取組の内容」欄の内容を簡潔に記入すること。
・「現状」欄には、「申請時」欄に記載した内容について、最新の状況を記入すること。
・必要に応じ、説明資料を添付すること。

· 　　別記様式第１号の２の申請書で申請した事業対象者（申請者）は、この様式で報告して下さい。
事業対象者：イ又ウに該当する者（イとウは、実施要領の１頁をご覧下さい。）
対象資金：農林漁業施設資金、林業基盤整備資金、農林漁業セーフティネット資金
　　　　　「借換資金」の場合は、提出の必要はありません。


別記様式第６号の２（要領第３の１の(1)のイ又はウに該当する事業対象者が報告する場合）
林業施設整備等利子助成事業記載例

遂行状況報告書　　　　　　　　　　

１　○○年度　林業施設整備等利子助成事業遂行状況
（　　　年度助成決定）
	項　　目
	遂 行 状 況

	
	申 請 時（　　年度）
	現状（　　年度）

	ア　自然災害の被害からの復旧、経営再建







イ　社会的・経済的環境変化により悪化した経営の維持安定　

	・プレカット加工施設が損壊し、生産不能の状態



・素材の運搬路である林道の一部に路面亀裂と崩落が発生し、素材搬出が困難な状態

・製材機械の一部が損壊し、製材品の販売が困難な状況

・新型コロナウイルス感染症（又はコロナ禍におけるウクライナ情勢に伴う原油価格・物価高騰等）の影響による生産コスト等の増大が経営を圧迫
・新型コロナ感染症（又はコロナ禍におけるウクライナ情勢に伴う原油価格・物価高騰等）の影響により粗利益が前期と比べて20％以上減少し、運転資金が不足している状態
	・プレカット加工工場建屋の修繕は○年○月に完了した。
　横架材加工機及び柱材加工機の新設工事は、○年３月末現在で約４割が完成した。
・林道の復旧工事は、○年○月に完了した。これにより、被災前とほぼ同量の○○○㎥の素材生産ができた
・従業員給与として○年○から○月まで○○○○○千円を支払った。

・最新型の製材機械○○は、○年○月に設置を完了した。


・新型コロナウイルス感染症（又はコロナ禍におけるウクライナ情勢に伴う原油価格・物価高騰等）の影響により悪化した経営の維持安定を図るために借り入れた資金は、
・従業員給与として○○○○○千円を、○年○月から○年○月までの給与として支払い。
・林業機械リース料として○○○○千円を○年○月から○年○月までのリース料に充当。
・車両等の燃料代として○○○千円を、○年○月から○年○月までの車両等の燃料代として使用。
詳細は、別添の使途別の時系列データ整理表参照


※「使途別の時系列データ整理表」は、別記様式第３号の２の別添を参照のこと。
[ここに入力]	[ここに入力]	[ここに入力]
2

